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1　はじめに

　新潟県は日本でも有数の温泉県で、温泉地の数では国内第4位（145か所）、温泉の自噴

量では全国第8位、温泉宿泊箇所数では第6位（688か所）となっている。ちなみに、温泉

地数全国第1位は北海道、温泉湧出量の第1位は大分県、宿泊施設数の第1位は静岡県で

ある（平成14年3月：環境省自然環境局自然環境整備課調べ）。このように、新潟県が温泉

大県となったのはいつからのことであろうか？

　筆者はこれまで多くの温泉開発に携わってきた。その中では各温泉地の履歴を調べる必

要があり、温泉の歴史に関する多くの資料が手元に集まってきた。また、新潟県内、各温

泉の歴史についても興味を抱き、いろいろな資料を集めてきた。このあたりでそれらを整

理しておくことも必要ではないかと考え、このような拙文をしたためてみた。ある人に言

わせると、歴史の講釈をするようになると、もうその人も終わりだということであるが、

そろそろ終わりにしても良いかなと考え、このようなものを書き上げてみた。同様な内容

の著作については、恩師の島津先生がすでに上奏されており、それに対抗するようで、

ちょっと恥ずかしい点もあるのだが、より多くの記録を取り上げているつもりなので、今

後の参考にしていただければ幸いである。

2　新潟県でもっとも古い温泉はどこか？

温泉の記録が文書として残っているのは江戸時代、それも、中後期がもっとも古くなる。

ところが温泉の起原についての言い伝えとなると。それよりかなり古くなるものが多い。

それらは歴史的に証明されたものではない。ただし、古くから知られた温泉という意味で

は、それなりの意義をもつものではなかろうか。

　全国的に見ると、「弘法大師が発見した」といわれている温泉は数が多い。弘法大師（空

海）は平安時代の僧侶で遣唐使として唐にわたり、帰国後、高野山で真言宗を開いた、え

らいお坊さんである。この人は全国を駆け回ったらしく、全国あちらこちらに、この人の

足跡が残っており、彼が発見したり、掘り当てた井戸や温泉も全国いたるところにある

（掘ったといっても、杖や独鈷をついただけのことも多い）。しかし、実際に全国を回った

のは、彼の教えを広めた弟子達であったのではなかろうか。

　新潟県にも弘法大師が発見したという温泉が、なんと3箇所も存在する。出湯温泉・貝．

屋温泉（新発田市）と妙高の関温泉がそれである。このなかで、出湯温泉は大同四年（809

年）の発見と、具体的な年代まで伝えられている。この年代が、新潟県の温泉の年代でもっ

とも古く、出湯温泉が新潟県でもっとも古い温泉といって良いのかも知れない。また、妙

高山周辺には弘法大師が発見した温泉が数多くあり、妙高48湯と呼ばれている。

　そのほかに古い温泉としては、平安時代に発見されたと言われている弥彦観音寺温泉が
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ある。成願寺温泉は平安時代の中期に決められた官位である「北面の武士」の娘、花子が

発見したといわれている。北面の武士の娘にしては、名前が現代的で、かなり「うそくさ

い」感じがする。

　また、鎌倉時代になると、関川村の湯沢温泉が文治元年（1185年）、佐渡の潟上温泉は承

久三年（1221年）の発見といわれている。潟上温泉は佐渡に流された順徳上皇が鷺の飛び

立つのを見て発見したといわれている。室町時代のはじめ、建武二年（1335年）に荒木正

高という武士により村杉温泉が発見されている。戦国時代には栃尾の大野鉱泉、蓮華温泉、

越後湯沢温泉が発見されたことになっている。栃尾の大野鉱泉は長尾影虎（後の上杉謙信）

が戦で傷ついた部下の治療に使ったとされているし、蓮華温泉は上杉謙信が蓮華金山の開

発をおこなった時に発見されたといわれている。

2　江戸時代の温泉記録

　江戸時代の新潟県の温泉について知ることができる、重要な文献をいくつか見ることが

できた。

　江戸時代中期の宝暦6年（1756年）に、寺泊の医師丸山元純が著した「越後名寄」と、

文政13年（1830年）に、長岡の医師、小林英庵が著した「越後薬泉」である。そのなかで

は、越後全域の温泉が紹介されている。それぞれの文献で取り上げられている温泉は、「越

後名寄」が16箇所、「越後薬泉」では52箇所ある（表．1）。

　そのほか、各地の温泉に残されている古文書などで、この時代の温泉の様子を知ること

ができる。

　「越後名寄」を著した丸山元純は、元長岡藩に仕えていたが、宮仕えの煩わしさから藩を

去り、寺泊で医者を開業するかたわら越後各地を歩き回った。各地の風物を全31巻にまと

めたものが「越後名寄」である。そのなかの巻之九には、「水・温泉・居風呂・火類」がま

とめられている。「水」の部には各地の湧水が、「火類」のなかには焼山などの火山のほか、

草生水、天然ガス（陰火）の記述がある。各温泉については、位置や薬効・色や匂いなど

の特徴が書かれている。また、温泉宿の状況や歴史も書かれている。さらに、温度の低い

鉱泉を沸かして宿をいとなんでいるものを「居風呂湯」として区分している。「居風呂湯」

には、村杉・岩室・観音寺・田上・鎌沢（古志郡）・与板の温泉があるとされている。

　「越後名寄」より約100年後に出版された「越後薬泉」では、温泉御数が3倍以上に増え

ている。これは、実際に温泉数が増えたのではなく、丸山元純より小林英庵の方が、より

くまなく越後各地を歩いたことが原因と考える。「越後薬泉」の中では、各温泉への行程や

温泉の特徴について詳しく記述されているばかりでなく、温度により「冷泉、冷温泉、微

温泉、温泉、熱泉、極熱泉」に区分している。ただし、その温度についてはわからない。

極熱泉には松之山温泉が、熱泉には妙高関温泉・松之山温泉・大湯温泉・雲母温泉が、温

泉には梶山温泉・出湯温泉・関川湯沢温泉が、冷温泉には梶山新湯が、微温泉には栃尾俣

温泉が区分されている。これから温度を推定してみていただきたい。
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　さらに、泉質については「蘇栃紙」・「鴨跡紙」という試験紙らしきものや、「碧酸加里」

という試薬を用いて成分分析を行っており、中和塩・亜見加里塩の量比について記述され

ている。また、鉄泉・明碁泉などの聞きなれた名称もみられる。おそらく、日本における

温泉化学についてのもっとも古い文献の一つだと思われる。

　松之山温泉や大湯温泉・越後湯沢温泉・貝掛温泉は、数日連続して入浴すると湯アタリ

をおこし肌がただれると書かれている。当時の温泉は現在のものよりもかなり濃かった可

能性がある（今でもナマの源泉へ入浴すれば、湯アタリをおこすのかもしれない）。

　江戸時代も中期になると、社会が安定し、諸国間の人間の往来が盛んになってくる。こ

のような背景のもとに、「越後薬泉」のような著作ができあがったものと思われる。全国的

にも多く旅行案内や紀行文が出版されている。十返舎一九の「東海道中膝栗毛」（享和元

年：1801年）などは純粋な紀行文とはいえないが、その代表的なものである。越後につい

ての旅行案内や紀行文については、「新編会津風土記」「越後略風土記」というようなもの

があるようだが、残念ながら、まだお目にかかってはいない。

　越後の珍しい品々を紹介した「北越奇談」（文化9年：1812年）のなかには、著者の毘嵜

橘茂世が大湯温泉につかりながら付近の山々を歩きまわり、奇石を求めたと書かれている

（巻之三）。

　江戸時代も後半になると、多くの商人が各地の物産を買い集めたり、販売するために諸

国を巡ることが頻繁になってくる。江戸時代末に出版された、商人専用の旅行ガイドブッ

クと言えるような文書が、県立歴史博物館と県立図書館に所蔵されている。県立歴史博物

館の主任研究員渡部浩二さんの好意で、その実物を閲覧させていただけた。この文書は、

安政二年（1855年）に発行された「東講商人鑑」である。この冊子は江戸湯島天神表門通

の大城屋良助が発起人となり設立した、全国的な旅館組合である「東講」の旅行案内書で

ある。そのなかには、東日本各地の「東講」指定の宿、商店・問屋・名所旧跡が絵地図と

ともにえがかれている。

　越後については村上から直江津・高田まで30頁（B5版を横にした程度の大きさで、袋

とじなので1丁、2丁と数え、それぞれの丁に裏表がある。つまり30ページは15丁）にわ

たり案内されている。

　そのなかに、湯田上温泉・岩室温泉（34丁裏）、大湯温泉・栃尾又温泉・越後湯沢温泉

（37丁表）が絵地図入りでのっている。湯田上温泉の部分には5軒の温泉宿が、岩室温泉に

は、「小杉や、小角や、油や、松屋、小松屋、かじや」の6軒の温泉宿が書かれている。い’

ずれも「東講」の指定旅館になっている。「大湯温泉之図」には、「いつミや、玉屋、東栄

や、湯本や」の4軒の温泉宿が書かれているし、「栃尾俣温泉之図」には湯小屋がえがかれ

ている。

　県立図書館に所蔵されているものは、県立歴史博物館のものより新しい版と思われ、若

干内容が変わっている。たとえば、岩室温泉が削除されて空白になっていたり、栃尾又温
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泉が大きく描かれるとともに、同じサイズで越後湯沢温泉が書き加えられている。栃尾又

温泉の図には男湯と女湯が分かれた湯屋が描かれているなど、歴史博物館のものとだいぶ

雰囲気が変わっている。

　江戸時代の温泉開発で忘れてはいけないことが、赤倉温泉の開発であろう。赤倉温泉は

妙高火山の北地獄谷に湧き出す温泉を、延々と引湯してきている。その温泉の権利は、妙

高山を御神体と崇める宝蔵院（関山権現）のものであった。安永7年（1778年）に長野県

牟礼村の人閥から、天明元年（1781年）には地元の庄屋たちから湯治場の開湯の願いが出

された。しかし、宝蔵院は俗人が神聖な妙高山に入るのを嫌ったこと、享保12年（1727年）

にすでに開湯していた関温泉から入る冥加金の減ることをきらい、許可を出さなかった。

その後、享和3年（1803年）に地元の庄屋たちが高田藩の後押しを得て、再度開湯の願い

を出した。高田藩がくり返し交渉を続けた結果、文化11年（1814年）になりようやく、宝

蔵院から開湯の許可を得ることができた。その時の保障料は1100両であった。この間に、

なんと6年を要している。赤倉温泉の工事が始まったのはさらに2年後の文化13年（1816

年）である。文化13年9月には共同浴場の湯船2箇所が完成し、赤倉温泉がはじまった。

3　明治時代から第二次世界大戦前までの温泉開発

　明治時代から第二次世界大戦終了まで、温泉の管轄は警察が行っていた。これは、温泉

が遊行地であるという事からであろうか。この時代の、新潟県下の温泉地の変遷について

は、なかなか資料がそろわない。そのようななかで、明治19年、内務省衛生局の監修によ

り「日本鉱泉誌」上下巻が上奏されている。これは温泉を国民の健康に役立てようという

明治新政府の意気込みが感じられるもので、全国の温泉について温度と泉質ばかりでなく、

年間の利用者数や、起原まで調べてある。その中の新潟県の部には、表．1に示す58の温泉

が掲載されている。江戸時代の「越後薬泉」に比べ、温泉地の数はあまり変わっていない

が、箇所はだいぶ異なっている。とくに、「鉱泉」といわれるものの変化がおおきい。「鉱

泉」は地表にわずかに湧き出した、溶存成分が多い水を沸かしていたものであろうから、

その盛衰が激しいのかもしれない。

　大正時代から昭和初期にかけては、旅行をする人が増えてきたらしく、鉄道省はじめい

ろいろなところから、旅行案内が出されている（島津：2001）。そのような一つに、昭和11

年発行の「温泉の越後」という旅行案内が手元にある。そこでは信越線・上越線・磐越線

などの鉄道路線に沿って、80の温泉を紹介している。明治19年の「日本の鉱泉誌」に比べ、

20箇所ほど温泉地が増えている。この間で増えている温泉のなかには、瀬波温泉・月岡温

泉・新津鉱泉・三川温泉・麟麟山温泉（当時は湯之浦温泉と呼んでいた）などがある。

　この間の、温泉地の増加に大きな役割を果たしたのは、県内各地で行われた石油掘削で

ある。新潟県における石油の掘削は江戸時代から手堀りで行われていた。°手堀りの井戸で

は深さ数10mが限界である。ところが、明治23年に有限責任日本石油会社（現在の日本石

油）が寺泊町の尼瀬で、綱掘り式の機械掘削を開始した。さらに、明治45年にはロータリー

一42一



式のボーリングマシンを導入し、県内各地で掘削が行われた。これらの掘削機械の導入に

より、石油井戸の深さは500mをこえるようになった。

　ところが、石油が出ずに温泉を掘り当ててしまったということが多かった。そのなかで

も有名なものが、瀬波温泉と月岡温泉である。

　瀬波温泉は明治37年4月に、「三島や旅館」の先代で、旧瀬波町長をつとめた八子正一さ

んが石油掘削を行ったところ、油が出ずに、熱湯が湧きだした。それを使って温泉旅館を

始めたことが、そのおこりである。

　また、月岡温泉は大正6年に宝田石油株式会社の本間周三郎が石油を掘削するつもりが、

深さ250mで温泉を掘りあててしまったのが始まりである。本間は石油をあきらめ、温泉を

始めた。本間が石油掘削の工夫であった青木小一郎に始めさせた温泉宿が「青木屋」である。

　「青木屋」の前には「月岡温泉元湯発祥の地」という石碑が建っている。これをみて、鉱

区権を保有していた今井慶作が、本間の掘り当てたお湯を引いて始めたのが「月岡館」で

あり、新しい井戸を掘削して始めたのが共同湯「旭の湯」である（豊浦町：1987）。

　このほか、石油井戸が転じて温泉になったものとしては、高坪鉱泉（明治10年）・兎口温

泉（明治39年）・越乃湯（与板町、明治30年代）・越後東山温泉（明治30年頃）・荷頃鉱泉

（明治時代）・三島谷温泉（大正中期）・寺泊温泉（年友鉱泉、大正12年）・勝見鉱泉（大正

時代）・松ヶ峰温泉（昭和14年）・柏崎温泉（第二次大戦中）・越後俵山温泉（第二次世界大

戦末期）などがある（朝日新聞新潟支社：1988など）。

　石油とは別に、この時代にリゾート地としての温泉開発が行われたのが妙高地区である。

妙高地区では明治26年（1893年）に信越本線直江津・上野間の全線が開通した。これと同

時に従来の湯治客が激減した。このため、それを補う方法として、県外客を誘致すること

に努め、皇族や文化人・県知事などが訪れるようになった。明治32年には尾崎紅葉が赤倉

に滞在している。文化人の中でもっとも赤倉を愛した人は、日本美術の理解者である岡倉

天心であろう。天津が初めて赤倉を訪れたのは明治39年（1906年）である。その後彼は赤

倉に別荘を建てた。赤倉山荘と呼ばれる別荘には横山大観や下村観山などが訪ねてきたと

のことである。その後は、別荘地の開発が進み赤倉温泉は栄えていった。鉄道の開通によ

り湯治客が減少し、苦境に立った赤倉温泉を救ったのは、鉄道の町に近い田口地区から持

ち掛けられた分湯の話である。田口地区が赤倉の温泉を分湯する権利を、当時の金額で、

6000円で買い取り、現在の妙高温泉が明治36年から営業を始めた（筆者の両親は現在でも

妙高温泉のことを分湯：ブントーと呼んでいる）。さらに、この分湯事業を手がけていた

「赤倉温泉分湯株式会社」が南地獄谷の温泉の権利を得て、妙高温泉土地株式会社と社名を’

あらため、大正6年から池の平温泉の開発を始めた。

4　第二次世界大戦後の温泉開発

　第二次世界大戦が終了し、占領軍の手で民主的な行政組織が導入されるとともに、温泉

の管轄は、内務省の警察から厚生省の保健所に移管された。それとともに、昭和23年に温
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泉法が制定され、温泉が法的に保護されるとともに、行政による温泉の管理が開始された。

温泉法の中で、温泉掘削にあたっては温泉審議会の許可が必要となっており、掘削の結果

は都道府県知事に届け出るようになっている。また、温泉の使用量等についても報告が義

務づけられている。それが統計として公表されている。昭和32年以降の温泉地と源泉数の

変化をグラフに示したものが図．1である。昭和37年依然と38年以降は統計の方法が異なっ

ているためか、記録が連続しない。このためグラフには昭和38年以降のみを示した。
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　　　　　　　　　　図．1昭和38年以降の温泉地数・源泉数の変化

　戦後しばらくの間は、温泉や旅行などという言葉は聞かれなかったはずである。全国の

おもだった温泉地は駐留米軍の保養施設として接収されている。新潟県でも赤倉観光ホテ

ルが接収されている。ところが、戦後のエネルギー不足を解消する方法として、各地で石

油開発や天然ガス開発が盛んに行われ、石油やガスの代わりに温泉がでた例がいくつも知

られている。そのような温泉としては、長岡三ツ郷屋温泉（現在廃業）、鵜の浜温泉（昭和

33年）、津南小下里温泉（昭和34年）、六日町温泉（昭和32年）などがある。六日町温泉は

六日町盆地の地下に水溶性天然ガスが存在するのではないかという期待のもとに、試掘を

行っていたところ、温泉が噴き出したのである。このような温泉の発見により昭和38年

（1963年）以降、温泉地・源泉数ともに毎年わずかずつ増加している。

　昭和42年（1967年）から昭和51年（1976年）の頃に、増加件数がふえている。この時期

は、東京オリンピックを成功させた勢いで、経済が活気を帯びた時期でもある。庶民も経

済的なゆとりができ、余暇を利用した温泉旅行が一般化し、各温泉地はいっせいに設備増

強を図った。そのため湯量の不足が発生し、新規井戸の掘削が行われた。場合によっては

温泉の枯渇もあったかもしれない。それを裏付けるように、この時期には温泉地数が毎年

3～4箇所程度しか増えていないのに対し、源泉数は15～24本つつ増えている。つまり、

従来あった温泉地での掘り替えや新規掘削が多かったことを示している。

　昭和52年（1982年）に新潟県により「新潟県の温泉」という冊子が出版されている。そ
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i　　i　　｛　　i　　i　　ii　　i　　i　　i　　i　　il　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l

i　　i　　il　　i　　l

i　　　　　i
　　　　　　i　　i

　　　　　　…

堰@　i　　　　　　：……・

一44一



こには県下のすべての源泉について所在地・所有者・湧出状況・温度・量・利用状況・掘

削深度・泉質が記載されている。そこに載っている温泉地は150箇所ある（表．1）。昭和11

年の「温泉の越後」に比べ1．5倍に増加している。これは、記録の質が異なることによる増

加分もあるとは思うが、実際にかなり増加したことは事実であろう。昭和52年以降、新潟

県によるこの手の資料の開示はない。これは「温泉のデータが個人情報に属するものであ

るから、公表できない」という考えに基づくもののようであるが、温泉のもつ公共性を考

慮すると、非常に残念なことである。

　温泉数がもっとも増えたのは、平成元年（1989年）から平成12年（2000年）の間である。

この時期には温泉地・源泉数ともに著しい増加を示す。この時期、温泉地数は毎年6～8

箇所、源泉数も7～8箇所程度、増加した。つまり、まったく新しい場所に新しい温泉が

掘削されていたことになる。

　この時期は記憶にも新しい、いわゆるバブルの時代である。中曽根内閣時代の昭和62年

に、「大規模リゾート法」なるものが制定され、日本中がリゾートに酔った。各地でリゾー

ト開発なるものが行われ、リゾートには温泉がつき物と、積極的に温泉が掘削された。そ

れの追い討ちをかけたのが、昭和63年（1988年）に竹下内閣により全国各市町村にばらま

かれた「ふるさと創生1億円事業」の1億円である。このお金で温泉井戸を掘削した市町

村は極めて多い。「地域活性センター」の調べ（1993年）によると、全国で252の市町村が

温泉の掘削を行っている。そのうち215の自治体が温泉を掘りあてている。ただし、その量

や温度からみて、温泉施設への利用が可能なものであるか、という点については、はなは

だ疑問の点が多い。

　この時代には温泉の掘削費も高騰し、10万円／mが普通の時代になった。温泉掘削ばか

りでなく、温泉調査にも法外のお金が払われるようになり、調査で1，000万円というのが普

通になってしまい、ヘリコプターによる放射能探査などという超理論的な調査まで行われ

るようになった。

　そんな、この時代のエピソードを紹介しておこう。ある開発業者に、地表地質踏査を中

心とした数百万円（たしか200万円前後）の温泉調査の見積もりをもってうかがったところ、

「そんな安い金でできるような調査では信用がおけない、もっと高い調査の計画を持って

きてくれ。」と言われ、あわてていろいろな物理探査を盛り込んだ調査を提案した。日本中

が狂っていた時代である。

　「ふるさと創生1億円」資金で温泉を掘削した市町村は、新潟県内でも極めて多い。北か

ら順にあげていけば、山北町・粟島浦村・朝日村・五泉市・小須戸町・田上町・下田村・

柏崎市・高柳町・柿崎町・吉川町・松代町・安塚町・板倉町・新井市・能生町・相川町・

金井町・畑野町・小木町などがそうではないかと思う。そのほか、民間の開発業者が掘削

した温泉井戸もかなりある。自治体が掘削した温泉では立派な施設が作られている。その
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中には、出ているお湯の量と不釣り合いなものまで見られる。民間が開発した温泉は、ゴ

ルフ場やリゾートホテル、マンションに利用されているものが多く、一般者が利用できな

いようになっているものも多い。

　これらの温泉の多くは、従来の温泉とは異なり、有望な熱源がある地域での温泉開発で

はなく、地下増温率により深部の地下水が温められ、温泉法に適用する温度になっている、

「深層温水」を開発するものが極めて多かった。

　平成15年に、新潟県のホームページにのっている温泉数（温泉の名前のみが掲載されて

いる）は、263箇所となっている。昭和57年の「新潟県の温泉」から、わずか21年の間に温

泉数は1．7倍以上になっている。そのなかでも、最も増えているのが塩沢町（6箇所→11箇

所1．8倍）、湯沢町（4箇所→15箇所3．7倍）である。その当時は「東京都湯沢町」とまで呼

ばれた、異常な開発の状況がこの数字にも表れている。それに次ぐ地区として、妙高村

（2箇所→6箇所3倍）がある。妙高村では関川の東側での開発に伴い温泉が増加している。

5　今後の温泉開発の目指すべき方向

　このように、新潟県では石油の開発と共に温泉が増えてきた。それらは「非火山性温泉」

とよばれるもので、地下深部に起原不明の熱源が存在する温泉が多かった。ところが、近

年ではそれに加え、地下増温率に期待し、地下深部にある、あたたまった地下水（深層温

水）を開発する温泉が急激に増えている。それにともない、温泉の掘削深度も昭和50年代

には500～600m程度であったものが、昭和60年代から平成のはじめには1000m程度になり、

現在は1000～1500mになっている。深層温水の開発が盛んな関東では2000～3000mという

井戸も多くなってきている。

　新潟県のデータにもこのことは明瞭に現れている（図．3）。昭和30年代の平均掘削許可

深度は200m程度であったのに対し、40～50年代では600m程度になり、バブル景気以降は

一挙に1200mに延びている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ平均許可深度
　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
23　　26　　29　　32　　35　　38　　41　　44　　47　　50　　53　　56　　59　　62　　H2　　H5　　H8　HIl　H14
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図．3　平均掘削許可深度の推移（新潟県ホームページより）
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　　　　図．2　自噴率と平均湧出量の経年変化

　図．2には新潟県の統計資料をもとに温泉の平均湧出量（新潟県の総温泉湧出量を源泉数

で除した値）と自噴率（自噴源泉数を総源泉数で除した値）の経年変化を示した。

　この図では自噴率はともに、毎年しだいに低下している。ただし、平成3年頃から11年

頃までは、平均湧出量は増加している。これは新しく掘られた井戸が数値を押し上げてい

ると考えられ、従前からの井戸の平均湧出量は、減少の傾向にあるものと思われる。新し

く掘削される温泉は、掘削深度が深くなっているため、当然自噴はしにくくなり、自噴率

低下の一つの原因となっている。しかし、自噴率の低下はそればかりではなく、それまで

自噴していた温泉の自噴がとまった例も多く含まれている可能性がある。最近では新発田

の「あやめの湯」で、自噴が停止し、一時休業していた。

　温泉源の衰退は、掘削により得られた深層温水ばかりではなく、地下からの熱が供給さ

れて形成されている「いわゆる温泉」（熱い温泉……土井：2003、よい温泉……露木：1992）

でもみられている。あちこちの温泉で「最近お湯がぬるくなった」とか、「温泉の湧出量が

減ってきた」という話は良く聞く。

　温泉は限りある地下資源である。我々、温泉開発業者も単に新規掘削に走るばかりでは

なく、温泉を効果的に利用する方法を考え出し、それを普及させていくことがこれから求

められるのではないかと、近年切実に思っている。
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表．1新潟県の温泉

旭後鶏泉 日本鉱泉防 温泉の旭後 新潟県の温泉 新潟県ホームページ

文政13年 明治19年 昭和11年 昭和57年 平成15年
15 1830　　　　52 1886年　　　58 1936隼　　　80 1982年　　　　150 2003隼　　　　　263

漁火ロ　，　■　●　■　●　■　●　●　■●◆・●●・・●●・●・・…　　　　　●・一一・

．　・　．　… ．●命■●●●■■■■●●・・●●・．●・●・ ●　●　■　●　●●　・　●　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　．　・　・　．　・ ’　●　●　■　●　●　■　■　●　●　●　●　●　■　●　■　■一　一　■　・　．　・ ・　●　・　…　　　　　　●　…　　　　　　．

島木ゆり花
浬出●　一　●　●　■　●　●　●　・　●　一　・　・　●　…　　　　　●　・　．　・　．　．　・　●　…　　　　　　．　●　・

・　●　■　■　・　・ ●●●●●■’■●●●■■●●■■・…　　　　．． ●●■■●■，■■●●●一●●●■●・●●●・ 舎●●●●●●●●■●●●●■●●●●●●■・ ●●　●　■　●●●■　■●●■　　　…　　　　　●・・…　　　　　●　　　　　●
朝日まほろば■　●　●　●　●　■　●　■一●　■●●●●●●●●●●●●…　　　　　．●●一．

●　’　．　．　．　． ●■■■●　■●■■　●●●・・　…　　　　．　・●・●・ 葡鴻泌遠”…………’ 鴇滅蓮遙……………
●■●　　　■■●●●●■・・・・　…　　　　　．・・　　　’　　　・．・　　　・

p｣　　　　　　　　　　　2 高瀬
渦沢ノ渇　　　　　逼 渦沢鉱泉 渇沢渥泉 渇沢　　　　　　　　　　　1 渇沢

賃田ノ渇　　　　　齢 宕田　　　　　　　　　　　4 宕母

大内淵渇　　　　　熱 貝ノ脇鉱泉 ■之損温泉 慶之巣　　　　　　　　　2 ■之巣
桂の閥（渦～む）●　一　■　一　●　●　●　●　■　■　一　一　一　■　・　・　一　●　・　’　・　・　．　●　・　・　一　一　一一　一

■　■　●　■　．　・ ’　●●　●●　●　■　●　●　●　■　●　■　●　●　…　　　　　．　・．　．　． ●●　●　●　●　●　●　…　　　　　．　．●・　・　．　・　・　．…　　　　　． ■　■　■　●　・　．　・　●　●　●　■　■　一　●　■　●　●　●　・　・　⇔　・　・

m漣工皐＿＿＿．．＿．
●　⇔　　　●　⇔　　　　　　　・　・　　　．・　・’　・●　．・・　…　　　　　　　　　　　　　　　一

｣波　　　　　　　　　　　11 瀬波
●　●　■　・　■　． ●　■　■　●●　■　●　■　■　■　■　■　■　●　●　■　・　・　・…　　　　　．

道袖泌遙……’”…’”
●●　●　■　　　●　　　　　　　　　　　・一　’　・　．・・●・…　　　　　．●… ●　■●　一’■■一■　●一一一一．　…　　　　　’●一・　・一　・一一一一●一

斬保小路鉱泉
川東　　　　　　　　　　　1 川東
二王子　　　　　　　　　　1 二王子

城山
新発田（あやめ）

滝谷鉱泉 赤谷温泉（渇の平）

寮塾鬼＿．．＿．．＿．
●　・　’　… ●　●　●　●　●　■　●’●　●　■　■●●　■　■■一　●　…　　　　　● ●　●●　●●　●　●●一●一●　一●　●　●　一　一一一・　●・ 　●■●●●●●●⇔⇔●■●　　　　　　■　　　　　　・　　　　　　．・・

Mヶ柵　　　　　　　　　　1
●　●　●’●　●●●■●　■　●　■　●●一一・一・●一・・●・…　　　　　一・

�哩ﾐ

・　一　●　●　・　・ ●　■●●●●　●●　●●　●　●●●　・　・●．．・… 遠漸菰凍…’…”…… 菟面冤頁右…’’”……
鯵内＿．＿＿＿．＿一．一＿t．

新胎内一　●　■　●■　●●●●●●　●●●・●・・●．●・・⇔・・一・　一一一

與鯉勲1＿＿＿＿．．． 村松浜　　　　　　　　　　12
村松浜（西方の渇・塩の湯）●　●●　●一一●　■　■●　■　●●●　一　■●●●■●’　●●●一一一一●　・

●　●　●■　●　● ●　●　●■●・　・　・・・　…　　　　　．　．　・…　　　　　．．　．　・ ●●●●亀●●工●吟　一●一一一●　一一一●… ●■■　■●■　■　・…　　　　　●　　　　　　　・・．・・　・　　　…

紫宕寺（紫宕の里）
…　　　　　　．　・　● ●■●●■●●一●一一⇔●●●s●●■・・．・ ●　●●　●●　■　■　●●　●　●　　　●　　　・　・・　　　…　　　　　一　・ ・　・　●　・　・●　●…　　　　　　●　・　’　●　●　●　…　　　　　　一　一　一　・ ●●　■　　　●●　●　■　　　・●●・・　　　●●・．・．・　　　…　　　　　．・・

L屋　　　　　　　　　　　1
一　●　●　●一●　●　一●ロ●　●一●　■　●●　■●■●一●一⇔一●●●参・

L屋
泌珀の渇

・　・　…　　　　　　． ●　■　■●●　’　■　●●●●　●●●　●　■●　・　・　・… ●●■●●■●●●　　　●●●●●●●　　　■●●■． ●●・・一●●●●●・●・●…　　　　　’…　　　　　一・ ●●●　●●●●●　●■●●●　　　　　●■’●●●　　　　　　　㊨　　　　　・ ■　■　■●一一一一一●一・一●　臼・・　．●…　　　　　●…　　　　　●．・．

東二夕山　　　　　冷
観音の渇（ざぷ一ん）●■一一●一一一一●●●●■●●●●●●●●●●●●●…

一 ●　　　■　…　　　　　　●　一　・　●　・　・　●　・　・　●　・　●　…　　　　　　．　・

万硫煉…’…’…’…
・　．　・　・　…　　　　　　．　．　●　．　・　●　・　●　．　．　●　●　・　．　・　一 一一一■　●●●●■■●’●●　　　　　　　◆●⇔・　　　…　　　　　　　●・・

月剛顕し＿＿＿＿ 月岡　　　　　　　　　　　2 月岡・　　．　　…　　　　　　　． ●　●　●ロ　■　一●　●●　●　⇔　●●⇔S●■●　■　一…

ｺ杉ノ渦　　　　　徴温
●　●　■●一●　●　●●　■　　　・　　　・　…　　　　　　　　　●●　・　・

村杉温泉
●　●　●　●　一　　　　　　　　　　・　・　・　・　…　　　　　　●　●　…　　　　　　　　●　　　・　・　…

ｺ杉　　　　　　　　　　　1
●●●■一●●●●■一一●●・●一一…　　　　一一一一一●●●S●

ｺ杉
今板鉱泉 今板鉱泉 今板　　　　　　　　　　　1

出湖　　　　　　　浬 出渦鉱泉 出渦温泉 出渇　　　　　　　　　　　5 出渇
真光寺山　　　　　　　　　1 真光寺

ケイマン
●　●　・●　・　・ ●●否■●●●　■　●●●　●●　●●●●一一・・… ・　・●　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　●　・　　　　　　・　… ●●　　　　●●●●●●●●●●●・●●・一・参 ’●●●●●■一●　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　…　　　　　　　．● ●　●■●●●■●●　●●・・●・●・・●．・●．・一一一一一一一

�

安田　　　　　　　　　　1
勲惚鬼＿＿．．＿．． 草水　　　　　　　　　　　1

・　●　・　．　・　・ ●■　●一●■　一●…　　　　　●　・・●●一　・・●・．　．

関■鉱泉
■●■●■■■■　●　　　　　　　　　　　●　　　一　一・■　■・● ●■●●●●●●一・●　　　●・・●…　　　　　　　　　s・・　． ●　　　●　■　●●●●●●●●●●●●■一●一◆・一

値柳鉱泉
阿貿浜　　　　　　　　　　1 阿賀浜
新潟ピーチ温泉センター　　　2 水道町

坂井東
捧坦惇纂＿＿＿＿一一． 黄塑工皇＿＿一＿　　　1

緒立　　　　　　　　一　．　一　一　一　一　・　一　一　・　一　一　一

●　●　●　●　■　● ●　■　■●●　●　●　●●●　●・　●一・　…　　　　　●・●・　・ ●　●　一　●　■一●　一●　●　●一一一●　●　●一一●　・一・

斬津鉱泉 　　　　　　　　　　　　・V潭　　　　　　　　　　　1
　　．　●　●　　　・

V津
高坪鉱泉 高押　　　　　　　　　　　1 高坪

新津観音　　　　　　　　　　●　，　■　一　・　…　　　　　　■

・　・　●　・　・　． ●　●●　■　■　●　●　●　●　●　■●●　●　●　■●　●　　　　　　　　　・ ■　■　●　一　■　■　．　一　・　・　・　・　…　　　　　　一　一　一　・　… ・　　　．　●　・　…　　　　　　．　・　．　・　・　・　・　…　　　　　． ・　…　　　　　　一　・　・　…　　　　　　一　一　・　一　．　…　　　　　　一　一　．　．　一　一　，　一　一　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　…

箇瀬鉱泉
咲花　　　　　　　　　　　4 咲花

馬下

日光寺　　　　　　　　　　1 日光寺
●　…　　　　　　一　・ ・　●　●　一　●　・　●　・　・　・　・　・　・　…　　　　　　●　　　・　．　●　・　・ ■　●　●■●　■●■●●■　・●一一■　■　一　■　■… ・　・…　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　． ・　■　●　一　一　一●　・　●●　・　・　・・　…　　　　　　●　一　一　・　・　一　一　一　一　・　．　．

注ｪ　　　　　　　　　　　1
≧　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔　・　…　　　　　　．　・　・　…

注ｪ
一ツ石
戸恒一●一●●●●●●●●　　　●・・…　　　　　●…　　　　　　　　　　　　　　　●・　　　●

．　・　一　一　一　一 ●　一　一　●　一　■　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　… ．　　　．　・　・　…　　　　　●　●　・　・　．　．　・　・　●　・　．　．　・　● ●　■　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・錫 ●●●■●●●，　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　．　　　●

新三川（you　and渦）

牧ノ花　　　　　　　　　　1 牧ノ花

三川温泉 三川温泉　　　　　　　　　2 三川温泉組合
阿賀高原
吉津一■　■　一●●一一一　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・S●

・　・　●　●　・● ●●●●●●●●工●’■““●●●●●■●●＝ ■■■　■●●●●●　“　●●●■●　■●●●●一■● ●●●●“…　　　　　●…　　　　　s・Q・　・　　　． 　●　■●●　　　　　　　●●●■■■　　　一●一・一一一一・・…

p神　　　　　　　　　　　2 角神
渦の浦温泉 きりん山　　　　　　　　　4 ㎜山

鹿瀬　　　　　　　　　　　　　　㊨
・　・　●　・　●　・ ●●●●●●　　　●●●・■一　・一●●●’一’一● ．　　　　　　　　・　・　．．　●　・　●　　　・　　　　　　　　●’　．　●　・ 一●●●●●●■’■■一　一一・・一・…　　　　　　　． ■●●●●■●●　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一・一・一●

｡川1カントリー　　　　　　　　　　　1
■　●　●　●　●　■　一　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　．●　…　　　　　　　　．

ﾃ川カントリー
治川一●●●●■一●一●’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　●…

●　　　●　　　●　● ●●●●●　●●●●　　　　　　　　　一●一一一●　…　　　　　● ・　・　・　・　　　・　…　　　　　　●・　・　・　…　　　　　　’　　　・　●　s　・　・ ●●●●■●　■●●●●●　●●一白・■●・… ラ畑ぼ渦の瀬）　　’’’”一”丁’

御神楽　　　　　　　　　　1 御神楽
七椙の渇一一●●一一一■　一●一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・　　　●●●

舎　●　・　　　・　． ●●　　　　　●■　　　　　　　　　一　●一●　・一一S・　・ ●　●　’　●　・⇔　●　…　　　　　　．　　　．　　　． ．　・　．　一　■　一　一　一一　一　一　一　一　一 一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　s　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　●

天ケ沢渇
大沢一一●一●一一一一一　●●●●●　●　●　●●●●●●●o●・●●●●

●　・　　　・　● ●●●　●　●●●●　　　●　　　●一●　●一・　一．．●．・ ’●●●●●●■●●一一●　　　　　　　　　　　　　・ ・・　　　●　　　　　●　・　・　●　・●　・　・　一　●　・　…　　　　　　一守　一 一・　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●

村松（小面谷）

大潭（亀徳）鉱泉 亀徳　　　　　　　　　　　1
金割鉱泉 金割　　　　　　　　　　1 金割

丸山

大蘭原鉱泉 高砂（大頂原）　　　　　　　1 高砂
さくらんど

●●　■●●　● ●●●　　　●●　　　●■　　　●●・・●・●合●●●・・ 一●　●一一●●●●●●一■一一一・．・　… ’　　　・　　　・　　　　　　　　　　　　　　　一一●●■●■● ●・・一●・・　　　●　　　　　・　　　●●●　　　・●　　　　　　　　　　　．・●・　・ ら●一　●　一　一　●一・…　　　　　●●●　．・　．●．．・．　．…　　　　　．　・・一

沁�iじよんのび館）

渇の越温泉 渇之辰　　　　　　　　　　1 渦之■
・　．　・　●　．　・ ●　　　●　　　●　■　　　　　●　　　　　　　●●■　●■●一一●・・

竡ｺノ渇　　　　　冷
一一●，’●●一■●…　　　　　●・●・・一・　．一

竦骰z泉
　　　●　●　　　●　右・　　　　　●一一一●　一●一●

竡ｺ鉱泉
一　■　・　・　一　・　・　　　●　・・　・　・　　　・　・　…　　　　　　．　・　・

竡ｺ　　　　　　　　　　　2
●　■　●　■　●　●　●⇔●●●●■●●一●一●●・・．●・　一一・・一一

竦
間瀬田ノ浦

■　一　●　・　一・ ・　・　　　　　　’　　　・　●　　　… 一●一’　●■●●●●■●●，■一一…　　　　　’・・ …　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■●●■●●●● ．一　・　一　・・　一　・　一　　　　　　　　　　　　　　・　　　・　… 一一一　●　・　…　　　　　　●　．　・　●　一．・　．　．・●　…　　　　　　一　・　一　一　一　・

居 ■ノ洛　　　　　　冷
聾懸掻．＿．．一．塗」．一 鋤章萢鱈鬼．．．．．一一一一一＿ 弥彦・観音寺　　　　　　　2 弥彦

．　’　・　●　．　・ 一■　●一一●●●●●●一●’●　・・・…　　　　　一一 一　●●　■　一●一一一一一　　　●　　　　　　　●　　　・　　　…　　　　　　　●・・　　　．

V渦田上　　　　　　　　　1
●●　●　●　■　●●●●●●・…　　　　　●●・…　　　　　●・・●・・一一一一

V渇田上
田上ノ渇 田上鉱泉 田上館泉 田上

ごまどう

函上ごまどう
”　・　・　一　・ ●　■●●■　●　●　●●■●●’”■■　　　■　　　■　　　●

ﾕ∠浸＿＿．．．．～6，．．
■　■・’　・　■一●・・．・・●・．一・．一一一

･劇鱈鬼＿．＿＿．．．．
・　・　・　　　・　…　　　　　．　．　・　・　●　　　●　・　　　　　　． 一●●■　●●●一●●“●●●●　●　　　●●●●　　　　　　　●■●　　　■

@　　　　　　　　　　一　・　　　　　　・

　　’　　　　　　　　　●●●●　●　■　一●●●一一一一一・●・一一一●
ﾘ崎（てまりの渦）●　　　●　　　●　　　　　　　　　一一●一■●■●●●●●●●●一●・…

’　・　●　一　・　・ ■　●　■　一●●　　　　　’　　　●●　■　●●●　●　　　●　●　　　　　● ●●●●●●●　■●●●●●●●●　，●，・

興亮∠湧＿．＿一塗＿
．　．　．　・　●　● ●　●●　●●●⇔　●　■　”●’●…　　　　　’・　’　一　・　・ 一　一　・　一　■　・　．　●　　　●　●　● ●　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　　’　・　●　・　・　・　・　・　…　　　　　　●　． ●　　　　　　　　　　　●■吟●●一一一●一一・一一一・…　　　　●・●

妙法寺渇 妙法寺鉱泉
麻布鉱泉
朝日の渇鉱泉 本成寺　　　　　　　　　　1
坂井の渇

長陸ノ渇　　　　　冷 長鯵　　　　　　　　　　　1
アパ東三条駅

一50一



超後薬泉 越後薬泉 日本鉱泉誌 温泉の越後 新潟県の温泉 断潟県ホームページ
栄町 吉野屋ノ渇冷

矢田渦　　冷 矢田鉱泉 矢田鉱泉（蟹の渇） 矢田
北方ノ渇　　冷 北潟鉱泉

田の渇鉱泉

ポエムの渦・　・　．　．　一　●　一　一　一　．

ｺ田村
一　已　一　●　■　■　●　一　●　●

ｰケ平
・　・　⇔　．　●　・　●　　　● ・　．　・　一　一　一一　一　一　・一⇔●　●　●●　● ●一一．　　　　　　　　　　■●●●■●●●　　　　　　　　一一一一一． 一．・…　　　　．・・　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●　　●●●も一． 一・一一・●・・●一一一一一一一一一■●一●●⇔●・

下田鉱泉 椙岡（砥沢の渇）　　　　　1
中浦

渇沢
八木鉱泉 越後長野　　　　　　　　　1 姐後長野

八木ヶ鼻（いい渇らてい）
一　一　・　・　一　・　一　一　一　一

ｩ附市
●　．　　　　　　・ 　・　・　●　・　●　・

ｩ附ノ渇　　冷
一一一一．・・●●●．一●　●●●● ・．・．・．・●　　　●　　　　　　●一一一一●⇔● ●●・…　　　　●・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　一一●一⇔●● 一一一一・一・　・●一一一●●●一●●●一一●一一一．

見附　　　　　　　　　　　1 見附
名木野鉱泉

渇ノ沢鉱泉（田井）
．　．　一　一　・　一　・　一　．

ﾈ尾市
・　●　●　　　… ． ．　●’●●　●●　●　一　●　’　■　■　■　■一一 ←・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一●■●一■●●

蝟?z泉　　　　　　　　　1
．・・．・…　　　　一・一一●一■一■●●●●一…　　　　．

~野鉱泉
荷頃鉱泉 荷頃鉱泉　　　　　　　　　1 荷頃鉱泉　　　　．

長尾
天下島

・　・　．　．　．　一　一　一　一

ｷ岡市
・　．　●　●　… 　　　．　…　　　　　　●　・　一

ｷ岡渇　　　冷
㊨・●●●●●●●●●一一一 ．・・●・●●．●…　　　　　　　　一一●一■一一●一● ●●⇔　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●一一●一一●●一●●■ ●●．一・・一一一一一一一●一一■一●●●⇔●●●■

長岡温泉センター　　　　　　1

三ツ郷厘　　　　　　　　　1 三ツ郷屋
長岡東山（桂）　　　　　　　1 長岡東山

浦瀬の鉱泉 越後東山　　　　　　　　　1 加涼保
麻生函
麻生田観音

乙吉渇

鶴ケ丘　　　　　　　　　　1 鶴ヶ丘
沢恨　　　　　　　　　　　1 沢根

成願寺鉱泉 成願寺鉱泉 成願寺
町田ノ渦　　冷 越後長岡　　　　　　　　　3 越後長岡
渇沢ノ渇　　冷 渇潭鉱泉

かまぶろ 長岡かまぶろ
吉水紘泉
片平鉱泉

渡沢　　　　　　　　　　　1 渡沢
六日市の鉱泉
蓬平鉱泉 蓬平　　　　　　　　　　　2 蓬平

寺宝
高頭（アクアーレ長岡》

関原
高頭鉱泉

宮本ノ渇 五軒の渦鉱泉 宮本　　　　　　　　　　　1 宮本
三島谷鉱泉 三島谷　　　　　　　　　　1 大積三島谷

後谷ノ渇
・　一　…　　　　　　⇔　…　　　　　S

對葬ｬ
●　一　・　●　●　一　一　一　一　●　一 ・　一　●　一　亀　一　一　・　一　一▲一　一　一　・ ．　一　　　・　… ●　…　　　　　　一・　一　・　■　■　■　・　●　一　一　一　■　一　一一　一一　一一　● ．　一　．　．　一　一　一　．　一　．　一　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

O智温泉・のぞみ　　　　　1
一　・　・　一　・　．　・　・一・　・　●●　．　・一　・　一　●　・　●　●　●　一●〉

寺泊温泉 寺泊 寺泊（年友鉱泉）

金山

寺泊海岸　　　　　　　　　2 寺泊海岸
・　　　・
a島村・　■　一　●　一　●　一　●　一　一

・　一　一　・　一　一　一　一　・ ●・．．　・　・…　　　　　　　　　　　　　●● ●●●　●●●　　　●●●●　●⇔●●● ・　●　●　・・●　・　．　…　　　　　一　・・●　・　・・　・…　　　　　．　・　・●　・ ・　●　一　●　■　一　■　・　●　・●　…　　　　　“S　…　　　　　　一　●　一　一　一　●　一　一一　● ．　・　…　　　　　　一　●　●一　一一　一　一　・　・一　一一　一　・　一一　・　●一　．

ｼ高
与板町

一　一　・　一　●　一　一　一　… …　　　　　　．　…　　　　　●●　●　●　…　　　　　● ●　・　・●　…　　　　　　　　●　●　・　　　・　… 一　一　一　一●一　一　一　一　一　・　一一一 一　．　一●　●一●　・　一　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　s　■　一一一

n越　　　　　　　　　　　1
一　一　　・　．　．　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一　一　・　一　一　■

n越
与板　居 塩ノ井

一　一　一　一　一　．　・　一 …　　　　　　一　．　●　・●　●　●　●　．　・・　● ・　…　　　　　S　・　．S　●　・　．　．　．　●　●　　　・ ・　…　　　　　一　一　●　●　●　・　■　・一　・　・・　…　　　　　．　●　・　・　．　・●● ・　…　　　　　●　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　●　S　・　・　・　…　　　　　●　　　・ ・　一　・　一　一　・　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　・　一　一　●

三島町 小木ノ城　　　　　　　　　1
七日市　　　　　　　　　　1

吉崎渇
一　一　一　・　・　一一　・　．　一　一 ・　・　．　■　・　●　．　●　・　．●・　●　・ …　　　　　　　　●　　　●　●　●　・　・　●　・　●　・　・　● ●　◆　■　一　一　■　■　●　一　・　●　一　・　・　・　・　・　・・　…　　　　　●　．　・　・　● ・　⇔　・　・　●　●　・　●　・　●　・　・　●　●　●　●　…　　　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　・ ．　．　・　・　一　・　・　一　一　・　一　一　・　一　・　一　・　一　・　・　一　一　・　・　一　．

出宕簡町 石地鉱泉 島見　　　　　　　　　　　1 勝見
立石

一　一一　・　一　一　…　　　　　●

z路町
・　S　●　●　一●．●　●　一● ●　一　●　●　・㊨●　一　一●●一　●

ｼ谷ノ渇　　冷
・　　　・　　　　　・　…　　　　　●　　　　　　・　　　●　・・

對�z泉
◆⇔●●　●●●一●●●　　　・　　　　　●●　　　・　　　…

ｼ谷鉱泉
㊨●一●●●●●●●，●　●●，●　　　　　●●●●●　　　●　　　　　●S ，　一　●　，　●　．　・　●●　・　●一・　・　．●・●　●　・　・　…　　　　　一■

ｼ谷の渦
岩田ノ濁　　冷

はかま　　　　　　　　　　　1⇔　…　　　　　　一・・　●●●・　．　．　　　・　　　●　・　・　　　●　・●　．　…　　　　　　　　● はかま一●■●●●■●●●●●一●●A⇔●●●●●●●一■

　　　．　・ｬ国町
●　．　・　・　　　　　　　　　　一　・● ・S●　●●　　　… 　　・　・　…　　　　　●　●s　・　・　●●　・

kｴ鉱泉
●　・　●　●　●S　●　●　…　　　　　．　・　　　　　・　．　　　　　…　　　　　●　・　　　．．

原鉱泉
山横沢鉱泉

一■一●一一●●●●

錐闔s
…　　　　　　●●　●　●　S　・　・　● ・←◆●　・　・一　　　●　・　　　　　　　　・

ｭ法寺渦　　冷
・　　　　　　　　●　舎　◆　・　●●　…　　　　　●● ・　・　…　　　　　●●・　…　　　　　●　・　　　・　．　・　　　　　　　　．　… ・一　一　・　一一　一　一一　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．　一　・ ●一　●　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　一　・　一　一　■　一　一　．

川内ノ渦　　冷

大広田鉱泉 廣田鉱泉 広田鉱泉　　　　　　　　　4 広田鉱泉
金倉鉱泉

柏崎温泉　　　　　　　　　2
御殿山鉱泉（赤坂山　後天根）

柏崎簡易年金加入者ホーム　1 柏崎簡島年金加入者ホーム
池ノ峰　　　　　　　　　　1

鯨波鉱泉（油海ホテル）

鯨波松島温泉
柏崎潮風温泉
曽地温泉
妙見温泉

渇ノ谷鉱泉
一●●　勺　●一一一一●

ｼ山町
・　一　一　・　…　　　　　　　一　一　・　・ 一・　一　　　　　　　　・　　　　　S　　　・　　　●　● ●●■“，●’　●一一●　・・⇔・ 一　一　●　●　一　一一　一　一　●　■　一　・　S　…　　　　　．　…　　　　　　．　．　一　一　・　一 　　　　　　　←　一　・　・　s　・　・　一　・　・　一　一　一　・

ﾜつかぜ温泉　　　　　　　1
．　一　・　一　一　一　…　　　　　　一　一　一　・　一　・一　一　．　一　一　一●　一　一　一　㊨

地蔵温泉　　　　　　　　　1 地蔵湿泉

一　●　●　●　一　●　●　一　一　●　…　　　　　　●　・　・　●●　・　…　　　　　●　一　一　・　一 ●　　　　　　　　　　　　・　　　■　　　　　　　　　　●　一　■　●　・　一　一　…　　　　　　一　・　一　・　・　一

烈麹工鼠＿一一．一＿．．＿．．
一一　■　●●●一●　一一

?H村
一　一　一　一　・　●　一　一　… ●・　…　　　　　　●　・　．　・　・　．　　　．　・　． ●　　　　　●　　　一一一一一一■　■　●…

渇谷鉱泉 渦之谷温泉　　　　　　　　1 油田温泉
赤田鉱泉

臭水力谷鉱泉
一　一　一　●　一　・　・　●　●　・　・　…　　　　　一　●　・　…　　　　　　．　●　・　…　　　　　　●　●　・ 一一　●一●・●・…　　　　　●…　　　　　．●・●一・　．…　　　　　．●一●　●●●■●　●●

ｬ千谷市
⇔　●　・　●●　●　●　●　… ・ 　●　一　一　■　■　■　●　■　一　●●　…　　　　　　一

B生鉱泉
●●　一一一一一一　一・…　　　　　●●●　・・．…　　　　　一一一一一

時水ノ渦　　冷 時水鉱泉
桜町鉱泉
三仏生鉱泉

小千谷（小頁山）　　　　　1
真人
潭山
上の鴻
三助の渇

木漣の鉱
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岨　■ 旭後槙 日　鉱　簡 沮泉の姐後 斬潟県の温泉 新潟県ホームページ

十日町市 地獄谷ノ湯
畑倶ノ渇

越後偵山・ニツ屋温泉　　　　1 越後債山
下条
当間

十日町温泉
弼亘：：：

●　●　●　●　●　●　●　．　・　●　● ●　●　●　●　●　■　●　●　●　　　・　●　・　・　　　… ●　●　　　台　．　　　　　　■　●　・　．　・　．　・　… ■　■　■　●　■　■　■　●　■　■　■　●　●　■　■　●　●　●●　●　●　●　●一● ●　●　●　　　　　●　●　●　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　s

逍蛛@　　　　　　　　　　1 荊『………………”
怐@●　一　●　・　・　・　…　　　　　　．　一　・一　一　・　一　一　一　●　一　一　一　．

入広潮村
●　●　●　●　■　・　．　・　．　・　． ●　●　・　●　・　．　一　…　　　　　●・　…　　　　　● ●　　　右　…　　　　　　●　…　　　　　　●　・　．　… ■●●　■　●●●●　．　■●・●●・・．．一・・一… ■　　　　　　　　　　・　　　．

ニユー洩軍岳
舟和●　●　■　一　●　一　・　一　…　　　　　　●　・　一　・　●　一　●　．　●　一　●　・　．

■　■　．　●　■　一　．　・　．　．

L神村
■　●　・　・　．　・　●　．　… ●●　●右　●◆●●●　■　　　　　　… ●　●　■　●●　●　■　●●　■　・　●　■　・　… ●　●　■　●　●　●　●　●　●　■●　■　●　■　■　■　・　■一　●　・　一●　．　・ ●●　　　　　　　■　　　・●・　●　・　・　．　　　・　　　　　・

?q沢　　　　　　　　　　　1 中子沢
清本（アクシオム）
戸隠●　●　●　●　●　●　’　●　●　●　●　■　■　■　一　■　一　，　一　・　．　・　．　．

遙乏蔚ザ
．　・　．　．　・　．　．　．　．　．　・ ●　■　●　●　■　■　●　●　●　■　■　・　・　●　．　・　．　・　・ ●　●　●　■　●　●　・　●　■　■　…　　　　　　．　・　．　・ ●●　●　■　■　■　■　●　・　・　．　●　・●⇔…　　　　　一　・　・一一一　・ ■　■　●　●●　●　●　●●●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　・　　　・

ｹの渦　　　　　　　　　　　1 駒の湖

栃尾股 栃尾倶ノ渇　　　微ご 栃尾又鉱泉 栃尾又温泉 栃尾又　　　　　　　　　　　2 栃尾又

大渇 大渇　　　　　熱 大渇鉱泉 大渇温泉 ×渦　　　　　　　　　　　1 大渇
折立　　　　　　　　　　　2 折立
宇津野　　　　　　　　　　　1 宇潭野

芋川　　　　　　　　　　　2 芋川
葎沢　　　　　　　　　　　1 葎沢

銀山平　　　…　　　　　　　　　　　　　　　一　一　…　　　　　　一　一　一　一　．

・　　・　・　　・　　・　　・　…　　　　　　　一 ．　・　．　・　●　．　・　・　… ●　■　■　●　●　■　一　●　■　●　・　・　●　一　・　… ■　・　・　…　　　　　　．　・　… 一一●　●　●　●　■ロ　■　一　■　■　■　●●　●●　一●　●　●　■●一● ●●　●　●一一●　●　●　●　●　●　・一　・　●●・　●　．　．●●　●．

川ロ町 田受山ノ渦
キャンパス川口　・　●　’　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　●　●　●　．

フFi田酢’”
●　●　・　一　．　“　．　一　●　●　● ●　●　●’　●　●　●　●　’●　●　●　●　一　●　一　●　・　● ・　●　・　・　．　・　・　・　・　・　… ●　●●　●　●　●　●　■　●　一●　●　●　●　●　●　●　■●　●　●　・　… ●●　●　●　●　●　●　●●　■　●　■　●　■　　　　　　　　　　　　　．　　　・

青島（こまみ）

三岳舎鉱泉
・　・　・　・　…　　　　　　．　・　・

蝌a町
●　●　●　●　●　・　・　⇔　… ■　●　■一　■　●　●　●　■ロ　●●　●　■　■一　●　・　・ ●　●　　　　　　　　　　　　　　　・　　　●　・　⇔ ●　●　●　●　●　■　■　●　■　●　●　●　●　■一　●　●●　●　・一　■ ■　●　●　句　●　一　●　●一一●　一●　●　●　一　●　●一　●　　　　　　　　　　　　　　　　　←

Q花咲　　　　　　　　　　1
●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　●●　　　一　・　・　．

Q花咲
一水口　　　　　　　　　　1 一水ロ
浦佐　　　　　　　　　　　1 浦佐

柳古斬田
五箇　　　　　　　　　　　　1 五箇

大崎
・　・　…　　　　　　．　・　…

Z日町
・　●　右　　　●　…　　　　　　．　・　・ 　■　　　　　●　…　　　　　亀　…　　　　　．　●．　・　・●

ﾜ日町ノ渇　　　冷
●　●　●　●　●　■　●　■●　●　・　・“●　・● ●　一　’　・　　　　　　　　　　・　■　一　・　一　一　…　　　　　　一　・　一　・ ●　…　　　　　　．　・　・　●　・　●　●　一　・　・　．　一　一　一　．　．　．　．　・　．　一　一　一　一 ・　　　・　　　⇔　・　・　・　…　　　　　　．　●

六日町鉱泉
六日町　　　　　　　　　　　5 六日町
小粟山　　　　　　　　　　2 小栗山
五十沢　　　　　　　　　　1 五十沢

河原沢温泉 河原沢温泉　　　　　　　　1 河原沢鉱泉
君帰温泉　　　　　　　　　1 君帰温泉

城内
⇔　一　．　．　・　㊨　・　… ●　●　●　’　●　■　■　■　●　・　■ ●　●　●　　　　　●　●　●　　　　　　　■　●　・　　　　　　　●　・ ．　・　．　・　・　…　　　　　　一　…　　　　　　一　一　一　・　・ ●　●　●　■　■　　　　　　　　　　・　●　●　●　・　．　・　・　・　…　　　　　　　　　　一　・ 一一●　●　■●　●　●一一　●　一　●　●　●　●一●’　■　●一　●●一一一●　■ ・

塩沢町 鳥厘ノ渦　　　　冷
吉里鉱泉

上趣パラダイス　　　　　　1
上酋後楽回　　　　　　　　1

石打鉱泉（上野の渇） 上野鉱泉　　　　　　　　　7 上野鉱泉
石打丸山　　　　　　　　　2 丸山

大潭ノ渦　　　冷 大潭鉱泉 大沢山温泉　　　　　　　　2 大沢山鉱泉
栃窪
賃子

宮野下
西山　　　　　　　　　　　3 西山

尾鳥巣
檀野沢
五郎丸
×野沢一　．　・　．　・　・　一　一　●　一　一

漸爾「… 穐寵’’’”°
亀　・　亀　　　●　　　…

苑�m渇　　　　熱
●　●　■　●　●　●　■　・　■　・　．　・　⇔　●　・　・

ﾎ沢鉱泉
・　・　・　・　・　…　　　　　　．　一一　．　一　一　一　一

Q沢温泉
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　一　●　一　一　・　●　・　s　・　●　●　・　一●　●　●

Q沢　　　　　　　　　　　1 渇沢
渇沢2

鏑掛 蟹掛ノ渦　　　冷 貝掛鉱泉 貝掛温泉 貝掛　　　　　　　　　　　1 貝掛
法師峠ノ渇　　　熱

赤渇温泉 赤渇　　　　　　　　　　　2 赤渇
猿倉

苗場　　　　　　　　　　　　1 苗場
松川
岩原
三倶
小坂
神立
中里

滝の又
穴沢
二二居

・　…　　　　　　●　・　’　●●　・

?ｼ町
…　　　　　　●　…　　　　　　●　．　・　． ⇔　・　…　　　　　●　・　．　・　・　●　．　・　・　●　… ・●　● ●●　・　・　・　・　・　…　　　　　●●・　●・　・●…　　　　　●・．s⇔ ●　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　　●　●　・　・　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・　一　一　一　一 ■　●，一一●　●　■　■　・吟・・一一一一一一一一一一．

邇闊黶@●　・　一　…　　　　　　．　・　・　一　一　一　一　一　一　・　一　一　一　一　・　一　，

●　●　■　一　・　●　・　…

?｢村
・　・　．　・　●　・　．　・　●　・　・ 一　・　一．　・　・　．　…　　　　　　一　．　・　．　一　一　一　・ … …　　　　　　一　一　●　・　・　一　一　・　・　一　一　一．　・　・　一．　・ 　　　　　　　　・　…　　　　　　．　．　・　　　　　　・

｣戸ロ　　　　　　　　　　2 瀬戸ロ
小出（越手）ノ渦 小出鉱泉 小出温泉 清演峡　　　　　　　　　　　4 清漁峡

宮中
田中

原町
・　・　⇔　…　　　　　　●　●　・　●

p廟町
・　・　・　・　・　・　・　　　… …　　　　　　’　．　・　一　・　・　一　一　一　・一　・一　一　一　・ 一　一　一　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● ・　．　．　・　．　　　・　　　．　．　一　一　・　一　…　　　　　　一　一　・　，　・　一．　・ 一一■　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●ウ　●　　　　　　　　　…

渇秩@　　　　　　　　　　　1
一　・　一　一　・　．　’　一　．　．　一　・　一　一　一　…　　　　　　　一　一　一　一　．

小下里　　　　　　　　　　1 小下里
逆巻鉱泉 逆巻　　　　　　　　　　　1 逆巻
友吉鉱泉

宮ノ原鉱泉 宮野原　　　　　　　　　　　2 宮野原
田申 田中

贋のロ 脹のロ

段野1 段野
×規横年金保養基地

秋山ノ渇 結束鉱泉 結東
治南駅前
飽ヶ窟

●　■　・　・　’　・　・　．　・　一

v�ｬ
■　■　・　■　．　．　”　丙　’　・ ．　　　●　　　・　　　●　　　　　吟●●　　　　　●●　　　’ ■　■　・　一　■　■　■　一　・　■　・　一　．　…　　　　　， ●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●・　・　．　…　　　　　●●・

桝�z泉
⇔一●■■一■一一一一・●一一一一一・　　　　　　　　　　　　　●　　　・

桝�z泉　　　　　　　　　1
・…　　　　　　●　．　・●　●　・　…　　　　　一　一　一　一　．

門出　　　　　　　　　　　　1
月夢の鉱泉 月渇女温泉　　　　　　　　1 月渇女温泉

天王山温泉　　　　　　　　1 天王山温泉
荒又温泉　　　●　■　■一一●●　■一一一一　●　●　・　．

’　’　”　■　’　●　”．

ｼ代町
・　．　・　・　．　●　．　一　．　．　． ’　■　一　．　・　… ●　●　・　・　・　…　　　　　　．　・　．一●　…　　　　　　● ●■●　●　●●　●　■●　　　・　　　　　　　　　●…　　　　　●・　・　●・　・ 一　●　●　一　一　一　一　一●一　一　一　●　■　・　・　●　●　●　●　・　●　・　　　　　　　　　　　　　・

芝峠　　　工　　　　　　一　・　一　・　…　　　　　●　●　●　．　・　●　．

’　●　・　・　’　・　・　●●　・

ｼ之山町
■一■　一　・・，’・・’ ”●■σ■■　　　　　■　　　■■　■　■●　●　■●

ｼノ山ノ湖　　　熱
■　・，■■●●’・’●’…　　　　　．．

ｼ之山鉱東 否芝砺漸ボ冤口面頁一’… 否三芝』口゜・°・．．・°・一・・．．・・．．・　　8
松之山
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越後薬泉　　越後薬泉 日本鉱泉誌 温泉の越後 新潟県の温泉 新潟県ホームページ×島村，　一　’　．　・　一　一　，　，　．　，　・

大山　　　　　　　　　　　　　1 大山・　．一・・　　　●⇔●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●⇔ ●・一・一一・・一一■●●．●●・ ●…　　　　　．・・　　　　　●●一浦川原村，”　一　一　一・　・　一・　・一 一一・・．一一一一一・・●一■・　　　　　　　　　　　　　　　　・ 一・．一一一…　　　●一●●一一●●●●●●一●■●一．・・，
黹m涌（ゆあみ）一一・●●　　　　　　⇔　　・　　　　　　　　　●●●　　　　．●●・ ・S－一一・●・●●●●●一●●● 一　・　・　　　　　　．　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

’・．一一一一一一一一●●■●■●●安塚町 ’　　　●　　　● 一．一・・．・．一一■，一一一●●●一●一一●一一．一●一．
{川（ゆきだるま）

しあわせの泉・　．　．　一　．　一　一　一　．　．　．　一 ．…　　　　　　　　⇔…　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　●⇔● ・㊨一一一一一一■一●●●●●●・ 一・　…　　　　　　　　　　　　　●●　　　● ●一●●●●一一■一一一　　●●●　　S牧村 ・　　　…

蘂旬颪一’…一’一………’”…

度羽鉱泉　　　　　　　　　　1 鷹羽鉱泉
牧村・　…　　　　　　．　…　　　　　　一　一　一　一

`崎町
・・・・…　　　　　　●　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　●●●●● 一一一　…　　　　　一一■　一一一●●●●一 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　●　●　　　　　　　　　　　　一

?c鉱泉
一一・・…　　　　●一一　　　　・　　　　　　　　　●●●　　　　　　　　　　一●・． ●一●■●一一一一一…　　　　●一●一一一●一●…　　　　一一一一．

栃窪ノ渇　　冷 栃宿鉱泉 栃窪鉱泉 栃宿　　　　　　　　　　　　1 栃宿
上下浜一　，　…　　　　　　一　・　一　一　一　一　■

g川町
．　　　　・・　　　●　　　　　　　　　　　　　●●●■　　　　● ．・一．・一…　　　　一●●◆●一一● ．　．　・　●　・　　　　　　　　　　　　一　■ 一一●●・一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●　　　　　　　　　●一一・・ ・一●●一一一．一一・一・・㊨●●●一■一●●●・●一●●．

u（まるたき）

長峰⇔　・　・　．　一　一　．　一　・　・　一

蜉ヲｬ
…　　　　●・●・．　　　　　　●　　　　　　　　　　　■●●● 一・“一一一■　■一●■●●●●● ・　　　　　　　　　　　　●　●　■　●　　　　　　　　■　一

・一⇔s－一　　　　　　●●●●●●●●　　　　　　　　　　一一一■一．

ｷの浜　　　　　　　　　　　　2
◆…　　　●・・一一．昏一一●■●一●●一一一●●■一…　　　．

ﾟの浜・　．　．　．　一　一　一　●　．　．　一

ﾂ倉町
．・・…　　　　●・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■■●■● 一・一一一一一一●　　　　　　　　●●● …　　　　　　　●・　　　　　　　●一一●　■ ・●・・一・　　　　　　　　　　　　　　　　●●●　　　　　　　　　　一■一・一・ ●●・・一，一一・．一・．…　　　　一●■●●■一●一・・●●◆

b信尼の里
飯田

・

×峯・　⇔　一　一　・　…　　　　　　一　…

?ｽ村
・●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■●’●●一一 一一一■　・一一●●一●●●　● ・　　　・．　・　　　　　●●●●　　　S－一一一一 ⇔⇔・一・　　⇔　　　　　　　　　　　　■●●●　　●一一●“・一．一．一・

ｼヶ峯　　　　　　　　　　　1 否芸鋲’’”一’’”一’°°’一’一’一’一”◆
・　●　●　’　．　’　・　一　・　一　・

ｭ高村
…　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●，●　　　■●S一 一・一・一一一●●㊨，●　●●●’● ・　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　一一一一●

拷ｷ泉
一・・●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●■●●●一●一・一一，一

香@　　　　　　　　　　　　　1
．’一．●…　　　　一一・・一●一●●■一■●●●■・．一一・・

閲山　　　閥山ノ渇　　熱 閥山鉱泉 関温泉 間　　　　　　　　　　　　　1 閲
妙高パインパレー

斑尾高原
樽本
樽川●　一　．　．　．　．　．　　　　　　　　　　●

ｭ高高原町
．　・　．．…　　　　　一一一一●　㊤　一一 一　一●　・　…　　　　　　．　・　●　●　・ ・　　　　　　　　　　　●　　　●一一一●●一一一● ・一・．一●●■一一●一一一●●●●●●一一一一・●・・．・一

V妙高　　　　　　　　　　　1
．．・・一一・●●一●一●吟一●一一一●●●●●●●●●・、

V妙高
笹ヶ峯　　　　　　　　　　　1 笹ケ峯
新笹ヶ峯　　　　　　　　　　1 新笹ケ峯

杉野沢
赤倉ノ渇　　熱 赤倉鉱泉 赤倉・赤倉新温泉 赤倉・新赤倉　　　　　　　　2 赤倉・新赤倉

妙高・池の平 池の平・妙高　　　　　　　　1 池の平・妙高
・ ．　　　　　　　　　●●一●●■●●●●　■　●　●’一一一●一一 ・．・　…　　　　　　　●●●●●　●● ・・，■　一　●　■　●一一“●一●一一 ・…　　　　●●●一●一・一一一’φ一一一●一一●●●●●●●一上越市 虫生岩戸の鉱泉 虫生鉱泉　　　　　　　　　　1

一●一一・．　・・●●一一一一一●●一●■

渇谷鉱泉 上洛谷鉱泉 上渇谷　　　　　　　　　　　1 上渇谷
春日山鉱泉

向橋ノ渇　　冷 向橋鉱泉 向橋鉱泉　　　　　　　　　　1 向橋
神見坂の渇

一　●　・　．　・　・　・　・　・　…
桑取（ゆったりむら）

新井市
・●・…　　　　一一一一一台“一一一一■一一一一●●■ ●　・●　・　⇔　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ ・　　　　　●　⇔　・　・一一　一　・　●　一　一　一一一　一 ・一・一一●●●●●●●一一一一一一　　　　　　　　　　■●●●　　　●●

ﾅ沢　　　　　　　　　　　　1
　　・一●一　■一一■　●’●　●●●●●■●一●一一●　●●．

ﾅ沢の渇
寸分道
野趣美の鉱泉

・　・　一　・　●　一●　．SS　・　一
矢代温泉

名立町
●　・一一一一，一一一一一一一一■■　●●●●●■●● 一　・　・　　　　　一　一 一　・　・　．●　●　一　・　・　●　一 ・一　　　・⇔’　　　　　　　　●●　　　●s●　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　●● …　　　　●一・一一一一●一■一一一●一一一■●■■●●●●■

ｼ蒲生田温泉（ろばた館）

加瀬谷温泉

一一一●s－●一一一●一
名立鉱泉

能生町
一　一　一一　・　一　一　一　・　．　・　●　・　●　…　　　　　　● 一　・　一　… ・●●一一●　一　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　●● 　　一●●一一．．●・…　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●　■●

∮ｹ鉱泉　　　　　　　　　　1
・・…　　　　●　　●　　　●　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　一●●●●●●

柵ロ鉱泉 構口鉱泉　　　　　　　　　　1 柵ロ温泉
新橘ロ温泉
長者温泉
渇の脇温泉

●一一●一一　●一一　■　一　●

?寳?s
一　．　一　．　・　一　一●　・　●　．　●　．　・　・　●　・　●　・　・ 　　一一・一．●・一一一一●■

�t鉱泉
・　■　一　一　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●

@葦温泉
一・　・一一一・一…　　　　　●●・・一●・●■●●●●s●●　●一一■

@蒙温泉　　　　　　　　　　5
一　・　．　一　．　．　一　一　一　一　一　・・一　．　…　　　　　●　・　・一　・　一　●　一　一　一　一　．

@墓温泉
蒲原鉱泉 頂原温泉 薦原温泉　　　　　　　　　　1

白馬温泉　　　　　　　　　3 白馬温泉
梶山渇・梶　温 梶山鉱泉 梶山温泉 梶山温泉　　　　　　　　　2 梶山温泉

根知温泉
小倉山鉱泉 笹倉温泉 笹倉温泉　　　　　　　　　2 笹倉温泉

焼山温泉　　　　　　　　　　1 娩山温泉
山ロ　　　　　　　　　　　　1 山ロ温泉

糸魚川温泉
一●一・⇔　一一一●●●●

ｼ海市
●　…　　　　　　．　・　S　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一 一・←s●●一一●　一●●　　　　　●　　　● ．　一　一　一　一　．　一　・ 一　一　．　．　．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　…　　　　　　　　●　SS　・　●　一一　一　一　●　●　一

ｲ渡住吉・椎崎温泉　　　　　1
←　－　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一一　一　●●　一●　一　一　●　一　一　●　●

ｼ潭
両津秋津（やまきホテル）

佐渡加茂湖温泉
．　一　・　一　●　●　・　…　　　　　　一

叶?ｬ
・　一　一　一 ．●一一一●●●⇔ ・　一　．　・　一　…　　　　　　　一　一　・ 一　・　・　　　　　　　　●　　　　　　・　●　　　●　●　●　…　　　　　　●●　・　一●一　一　一　●　一　一　●　一

ｽ根崎　　　　　　　　　　　2
　　　　　●　■　●　●　・　一一　一　■　一　一　●　●　一　一●　●　●　・

ｽ根崎
相川長手岬
鹿伏（やまきホテル）

×佐渡（ホテル大佐渡）

台ヶ鼻　　　　　　　　　　　1 台ヶ鼻
相川（マリンブルー相川）

一　…　　　　　　一　●　一
煦苒ｬ．　．　…　　　　　一

．　・　…　　　　　　　　●　●　■　一　一　■　・　一　一　・ 一一　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　●●■●● S　　　・　一　●　一　一一　●　●　一一　一　●　●　一　一　一 一　一一　●　・　．　・　s　－　・　…　　　　　匂．　●　・　一 一一●　・　■一・一一一一一一一一■　●●　●　●一一一●　■一●一■．

煦
・　一　台　一　一　●　一　一　一　一　一 一 　．　・　●　●　・　・　…　　　　　●　S　－●　●　…

ワ纃z泉
・　…　　　　　　　　　　●　●　・　●　・　　　●　・　・　．　●　●　●　●　一　一　●　一　一　●　●　一　●　一　一 ・　・　●　・　一　・　一　●　一　一　一　一一　一　・　・　一　一一　一　一一　一　・　一　一一一　．　・

V穂潟上
　　　　●　…ｲ和田町

●　　　・・　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　●　一　一　一　●　●　一 ・　・ ．　■●一●　●●●一●●●●■●●　　　　　● ■　　　　　　　●　　　●　・●　　　・・一一■●一●　■●●●●●　●●一●　●一一

ｲ和田　　　　　　　　　　　1
一　一　■　一　一　●　一　●　●　・　一一　一一・一　・　・　一　一・　一　●　■　一一　一　一　■　、

ｲ和圏
八栢　　　　　　　　　　　　1 八■

一　・　…　　　　　　　　●　・　　　　　　・

ｨ野町
一　・　一　・一　一　一一一　一　一　一　一　一　一 一 舌奔冤頁’’’’”

一　・　・　一　一　・　．　一　一　・　●　・　・　●　・　●　・　・●　・●S ・　●　S　●　…　　　　　S　・　・　…　　　　　S　・　・　●　・　一　一　・　・　●　・　●　●　一　●　・　●

畑野
一　一　　　　　　　　　　　　●　●　●　，　●

^野町
・　・　…　　　　　　．　・　●　・　●　．　一　一　・　●　・　一　●　●　●　●　■　●　●　● ●　●　●　一　・　一●　●　…　　　　　　●　・　・　●　●　・ ・　・　…　　　　　　一　・　一　・　一　●　●　一　●　●　●　一　●　● 一●　●s●一一一●一　●　●　●　●一一一一一亀　●●●⇔●←●●●一■ 一　一　■　一　●　■　・　一●・　・　．　・　●　・　s●●　←　…　　　　　●　●　・　・　一　一●　■

^野一一　・　…　　　　　　　●　　　・●⇔

ﾔ泊村
・　・　　　…　　　　　一　・・●　・　…　　　　　一　・　●　・　■　一　一　・　●　・　・ ・　・　・　　　・　…　　　　　．　…　　　　　●　・　一　・　・ 一　・　●　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　●　・　… ・・…　　　　　■　・　・一…　　　　　一一一●　一一一一●●●●●■●●●●●

剿?Y　　　　　　　　　　　1
一　・　●　一　・　一　・　一　・　・一　・　・　．　一　・●　・　・　一　・・　・　・　…　　　　　●　．　．

剿?Y
・一●　⇔　●　●　●●一●●■ ●　…　　　　　　●　・　S●　・・　一一　一一　一　一　一　●　●　一　一　●　●　●　一 一●　一　一　一一　一　●　…　　　　　●　S　・　S　S　● ・・　●　一●　●　●　・・　●　．　　　・　・　s　　　　　　　　・ S　　　　　－一●　●一一●　●一●一⇔●　■一一● ．　．　…　　　　　　　一　一　一　一　・　一　一　・　一　・　・　一　・　一　一　一　一　・　・　一　・　一　一　・　・

H茂
　　　　●

・　・　⇔　・　・　⇔　・●●　…　　　　　●　●　．　・　．　．　．　．　…　　　　　　●　● ・　・　●　・　●●　●　・　・　●　…　　　　　一　・　．　一 一　一　・　・　●　一　・　・　・　　　…　　　　　　　　．　●　… ・・　・　…　　　　　　．　・　．　．　●　・　●　・　・　一　一　一　●　一

ｬ木（かもめ荘）　　　　　　　　1
一　亀　・　・　一　一　一　・　一　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　一　一　…

ｬ木（かもめ荘）
…　　　　　　　　■　　　■ ・⇔　・●　・　．●・　⇔　．　・一●　・　…　　　　　　●　…　　　　　●　●　・　・ ・　S　・　●●●・　…　　　　　●・　●　・●　・　・ 一一●一●●　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　・ ．　．●　●　…　　　　　●　●　一　●　・　一　一　一　● 一　一一　●　●　●　●　●　■　●　一　●　一　●　一　一　●　一一　一　一一　一　●　一　一　一一　s・

ｬ木海岸温泉

各文献に取り上げられている温泉で同じ箇所を対比させている。

隼号の右側に記入した数字は温泉の総称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
「越後名寄」には表に記入したものの他に、古志郡錨沢村に鱒沢という居風呂が挙げられている
「越後名寄」の右側に「居」と記したものは、居風呂となっているもの

「越後薬泉」の右側に記入したr冷・温・熱」は、温度の区分

「斬潟県の温泉」の右個に記入した数字は源泉数

一53一


